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つ
か
み
き
れ
な
い

政
府
事
業
仕
分
け

町
へ
の
影
響
は

答

問

橋
本
眞
一

政
府
は
無
駄
遣
い
を
減
ら

す
た
め
、
事
業
仕
分
け
を
行

い
事
業
廃
止
、
予
算
見
送
り
、

見
直
し
、
地
方
移
管
な
ど
仕

分
け
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。

テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
町

民
も
承
知
し
て
い
る
が
不
安

を
感
じ
て
い
る
。
本
町
に
も

影
響
が
あ
る
の
で
は
。

22
年
度
予
算
で
見
送
ら
れ

た
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援

金
、
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助

を
し
て
い
る
循
環
型
社
会
形

成
推
進
交
付
金
800
万
円
に
影

響
が
あ
る
と
思
う
。

そ
の
他
に
も
見
直
さ
れ
た

事
業
が
あ
る
。
内
容
が
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
の
で
影
響

が
つ
か
み
き
れ
な
い
状
況
で

あ
る
。 答

町
　
長

問

橋
　
本

地
震
な
ど
大
災
害
が
発
生

し
た
時
、
携
帯
電
話
、
普
通

電
話
は
通
信
が
困
難
に
な
る

が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
利

用
者
と
災
害
時
に
通
信
協
力

体
制
が
で
き
な
い
か
。

答

町
　
長

町
の
防
災
訓
練
で
、
高
吾

北
消
防
本
部
を
中
継
し
、
防

災
無
線
で
被
災
状
況
報
告
訓

練
も
行
っ
て
い
る
が
電
波
の

届
か
な
い
地
域
も
あ
る
。

防
災
行
政
無
線
で
は
ア
ン

サ
ー
バ
ッ
ク
機
能
を
50
ヵ
所

設
置
し
て
い
る
が
１
ヵ
所
利

用
し
て
い
る
と
他
が
利
用
で

き
な
い
欠
点
が
あ
る
。

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
利
用
者

を
把
握
し
、
個
々
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
と
思
う
。

今
後
検
討
す
る
。

大災害時の通信は万全か
アマチュア無線の協力が必要答

答 職員は余っていない

公文書は職員が配達を

合
併
後
、
議
員
は
３
分
の

１
と
な
っ
た
が
、
職
員
は
類

似
団
体
に
比
べ
50
人
多
い
。

矛
盾
を
感
じ
な
い
か
。

合
併
後
23
人
減
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
も
退
職
者
の
補

充
を
抑
制
し
な
が
ら
、
減
員

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

１
公
衆
ト
イ
レ
を
含
む
、
町

内
の
清
掃
。

２
公
文
書
の
配
達

３
間
伐
の
た
め
の
用
地
交
渉

４
農
産
物
の
集
荷
販
売

以
上
の
四
事
業
を
、
余
っ

た
職
員
を
配
置
し
て
行
っ
た

ら
ど
う
か
。

現
在
167
人
。
全
体
と
し
て

は
多
い
が
、
総
合
支
所
方
式

を
と
っ
て
お
り
、
有
り
余
っ

て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

問

西
森
常
晴

答

総
務
課
長

問

西
　
森（
常
）

答

町
　
長

防災訓練（9月6日　正ノ石）
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旧
大
正
町
の
課
長
は
、
林

道
作
業
技
術
を
勉
強
実
践
し
、

「
田
辺
林
道
」
と
自
分
の
名
前

を
冠
す
る
ま
で
の
技
術
を
会

得
し
、
町
内
の
間
伐
指
導
を

問

西
　
森（
常
）

答

町
　
長

し
て
き
た
。

職
員
に
は
「
共
汗
共
労
」

を
実
践
し
て
も
ら
い
た
い
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

は
努
め
て
い
く
。

選
果
・
加
工
施
設
を
名
野
川
に

検
討
す
る

答

トマト
問

西
　
森（
常
）

吾
川
地
域
振
興
基
金
で
、

藤
原
陽
三
議
員
は
「
引
地
公

園
」
を
、
福
原
克
彦
議
員
は

「
田
村
に
多
目
的
広
場
」
を
提

案
し
、
事
業
が
進
行
し
て
い

る
。私

は
、
ト
マ
ト
の
「
選

果
・
加
工
施
設
」
を
提
案
し

た
が
い
ま
だ
、
手
を
つ
け
て

い
な
い
。
や
る
気
は
あ
る
の

か
。地

域
で
採
れ
た
も
の
に
、

付
加
価
値
を
つ
け
て
、
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
い
く
こ
と
は
重

要
だ
。
検
討
し
て
い
く
。

答

町
　
長

問

西
　
森（
常
）

フ
ー
ド
プ
ラ
ン

大
丈
夫
か
。

や
っ
と
黒
字
が
出
て
き
た
。

現
在
の
地
元
食
材
使
用
は

10
％
以
下
。

よ
そ
か
ら
買
っ
て
赤
字
を

出
し
た
の
で
は
、「
ソ
ニ
ア
」

の
二
の
舞
に
な
る
が
。

地
元
野
菜
を
使
う
よ
う
、

工
夫
し
て
い
き
た
い
。

答

企
画
課
長

問

西
　
森（
常
）

答

企
画
課
長

間伐推進で町の活性化を！（下名野川）

「ピュアトマト」収穫したトマトは、JAの日高選果場に送られる
（大板　船坂一男さんのハウス）
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作業していました（1月18日　岩戸）

表
　
彰

諸般の報告　町長 大石弘秋

青
木
幸
雄
氏
（
土
居
）

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

21
年
度
地
域
文
化
功
労
者

表
彰
に
「
秋
葉
神
社
祭
礼
練

り
保
存
会
」
が
四
国
で
唯
一

選
ば
れ
た
。

前
仁
淀
川
町
選
挙
管
理
委

員
長
の
渡
邊
助
三
郎
氏
が

「
選
挙
制
度
120
周
年
記
念
総

務
大
臣
表
彰
」
を
、
行
政
相

談
委
員
の
片
岡
冨
士
子
氏
が

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

高
知
県
産
業
技
術
功
労
表

彰
商
工
業
部
門
で
尾
崎
孝
次

郎
、
文
故
氏
ご
夫
妻
が
受
賞
。

感
染
に
よ
る
死
亡
や
重
傷

者
を
減
ら
す
目
的
で
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
実
施
。
12
月
４

日
現
在
、
受
診
券
は
380
件
発

行
。軽

減
措
置
で
生
活
保
護
世

帯
と
町
民
税
非
課
税
世
帯
は

全
額
免
除
し
、課
税
世
帯
も
千

円
の
自
己
負
担
額
で
で
き
る
。

医
師
確
保
の
観
点
か
ら
、

県
医
師
確
保
推
進
課
、
へ
き

地
医
療
協
議
会
か
ら
指
摘
を

受
け
た
医
師
住
宅
は
、建
築
後

30
年
余
り
経
過
し
て
お
り
、老

朽
化
が
著
し
く
支
障
が
あ
る
。

現
在
は
職
員
住
宅
な
ど
を

使
用
し
て
い
る
が
、
整
備
が

急
務
で
あ
り
、
四
国
電
力
店

舗
跡
を
検
討
。

給
付
総
額
は
１
億
１
９
９

４
万
円
で
99
・
８
％
の
支
給

率
と
な
り
、
申
請
者
は
給
付

対
象
３
４
７
５
世
帯
の
う
ち

３
４
５
９
世
帯
で
、
未
申
請

16
世
帯
の
17
人
。

６
月
議
会
で
455
万
円
の
補

正
予
算
は
、
政
権
交
代
で
事

業
が
廃
止
と
な
り
、
全
額
を

減
額
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

医
師
住
宅

定
額
給
付
金

子
育
て
応
援
特
別
手
当

青木幸雄・美香笑夫妻

　文故夫妻が受賞
継承に貢献 －



故
古
味
益
則
氏
（
長
者
）

旭
日
単
光
章
を
受
章

中
越
　
巖
氏
（
別
枝
）

旭
日
双
光
章
を
受
章
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「こうぞ蒸し」お二人が仲良く　

10
月
３
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
中
津
渓

谷
ゆ
の
森
」
の
10
・
11
月
の

利
用
状
況
、
温
泉
は
昨
年

６
４
６
６
人
に
対
し
６
０
９

８
人
、宿
泊
は
昨
年
686
人
に

対
し
542
人
と
減
少
し
て
い
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
は
宿
泊

客
も
併
せ
る
と
昨
年
４
２
４

０
人
に
対
し
４
８
２
１
人
と

581
人
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
と
い
う
こ
と
と
、
１
階
、

２
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
有
効

活
用
し
、
昼
食
、
夕
食
の
予

約
制
を
行
う
な
ど
従
業
員
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ

結
果
と
考
え
る
。

ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
は
地
下

130
¤
掘
削
の
結
果
、
毎
分
120

Î
の
冷
泉
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
温
泉
成
分
の
硫
化
水
素

が
含
ま
れ
、
温
泉
と
認
め
ら

れ
る
判
断
基
準
は
ク
リ
ア
し

て
い
る
。

17
年
12
月
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
地
域
シ
ス
テ
ム
化
実
験

事
業
は
22
年
３
月
で
終
了
す

る
。森

林
の
保
全
や
化
石
燃
料

代
替
え
に
よ
る
CO2
削
減
、
森

林
整
備
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
や
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
重
要
な

課
題
と
考
え
る
。

今
後
は
県
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
仁
淀
川
流
域
市
町

村
と
協
議
し
た
い
。

資
金
不
足
か
ら
事
業
の
継

続
が
困
難
と
な
り
、
経
営
破

綻
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

ソ
ニ
ア
か
ら
本
町
議
会
に

提
出
さ
れ
た
支
援
要
請
の
と

お
り
、
多
額
の
資
金
を
投
入

し
た
土
地
や
施
設
等
の
財
産

を
有
効
に
活
用
し
、
地
域
の

木
材
流
通
拠
点
が
再
建
で
き

る
よ
う
専
門
家
、
３
町
の
議

会
や
町
関
係
者
で
協
議
検
討

さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

ゆ
の
森

バ
イ
オ
マ
ス

ソ
ニ
ア

中越　巖氏

故古味益則氏

尾崎孝次郎・　
－ 土佐和紙の


